
議
員

青
年
の
雇
用
問
題
は
全
国
的
に

も
深
刻
な
事
態
で
あ
る
。し
か
し
、三
鷹

市
の
就
労
施
策
は
不
十
分
と
感
じ
る
。

市
は
積
極
的
な
施
策
展
開
を
図
る
べ
き

だ
。
fl
本
市
在
住
の
青
年
の
労
働
実
態

を
聞
く
‡
就
職
面
接
会
、
相
談
会
、
セ

ミ
ナ
U
に
つ
い
て
、
J
内
容
を
拡
充
せ

よ
K
開
催
の
周
知
方
法
の
工
夫
を
図
れ

·
国
で
は
、
事
業
主
に
対
し
て
一
定
期

間
補
助
金
を
出
し
、
雇
用
促
進
を
図
る

「
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
」
と
い
う
事
業
を

行
っ
て
い
る
。
J
利
用
し
て
い
る
市
内

事
業
者
数
を
示
せ
K
本
制
度
の
利
用
促

進
を
図
る
た
め
に
も
市
独
自
の
事
業
者

支
援
を
実
施
せ
よ
‚
渋
谷
区
の
ヤ
ン
グ

ハ
ロ
U
ワ
U
ク
が
盛
況
と
聞
く
。
J
三

鷹
管
内
で
の
ヤ
ン
グ
ハ
ロ
U
ワ
U
ク
の

実
施
を
呼
び
か
け
よ
K
利
用
者
の
た
め

に
、
ハ
ロ
U
ワ
U
ク
の
土
日
、
祝
日
の

開
所
と
開
所
時
間
の
延
長
を
働
き
か
け

る
べ
き
だ
„
資
格
取
得
へ
の
助
成
は
、

雇
用
の
促
進
に
有
効
だ
。
福
祉
や
Ｉ
Ｔ

分
野
な
ど
三
鷹
市
ら
し
い
助
成
制
度
を

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。所
見
を
伺
う
。

市
長

fl
平
成
12
年
国
勢
調
査
で
は
、

15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
労
働
力
人
口
は

４
万
２
千
12
人
、
完
全
失
業
者
数
２
千

84
人
、
完
全
失
業
率
は
約
５
％
だ
。

生
活
環
境
部
次
長

‡
J
労
政
事
務
所

議
員

子
ど
も
の
安
全
確
保
は
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
を
大
切
に
し
、
地

域
全
体
の
防
犯
力
を
高
め
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
fl
市
内
の
犯
罪
は
身
近
で

頻
発
し
て
お
り
、
市
民
の
防
犯
意
識
を

高
め
る
取
組
み
が
必
要
だ
。
J
市
で
は

「
安
全
安
心
パ
ト
ロ
U
ル
」
を
実
施
し

て
い
る
。
犯
罪
の
未
然
防
止
の
効
果
を

聞
く
K
生
活
安
全
推
進
協
議
会
で
は
、

安
全
や
防
犯
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

策
定
の
研
究
を
し
て
い
る
。
生
活
安
全

に
関
す
る
地
域
連
携
に
つ
い
て
所
見
を

伺
う
‡
学
校
の
安
全
管
理
は
、
地
域
に

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
中
で
進
め
る

こ
と
が
大
切
だ
。
J
学
校
の
安
全
管
理

対
策
に
つ
い
て
伺
う
K
「
子
ど
も
避
難

所
」
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
前
回
も
提

案
し
た
。
登
下
校
時
の
安
全
確
保
と
し

て
、
子
ど
も
へ
周
知
す
る
な
ど
、
危
機

管
理
能
力
を
高
め
る
指
導
を
せ
よ
L
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
が
報
道
さ
れ

て
い
る
。
対
応
を
聞
く
·
家
庭
で
の
虐

待
防
止
に
は
、
適
切
な
立
入
り
を
可
能

に
す
る
調
査
権
な
ど
、
法
整
備
の
検
討

が
必
要
で
あ
る
。
J
子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
U
で
虐
待
を
発
見
し
た
場
合
の

対
応
を
伺
う
K
児
童
福
祉
法
改
正
の
動

き
を
踏
ま
え
、
今
後
の
展
望
を
示
せ
。

市
長

fl
J
不
審
者
の
情
報
が
数
件
あ

っ
た
K
自
主
的
な
防
犯
活
動
を
尊
重
し

つ
つ
、
協
力
体
制
の
拡
充
を
図
る
·
J

家
族
全
体
を
支
援
す
る
視
点
で
対
応
し

て
い
る
K
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化

し
、
子
ど
も
の
安
全
に
配
慮
し
た
い
。

教
育
長

‡
J
校
内
で
の
緊
急
時
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
K

今
後
も

様
々
な
授
業
を
通
じ
指
導
に
努
め
る
。

教
育
委
員
会
事
務
局
総
括
次
長

‡
L

衛
生
面
を
徹
底
し
た
飼
育
に
努
め
る
。

負
担
だ
∞
「
公
の
施
設
」
管
理
で
指
定

管
理
者
制
度
が
創
設
さ
れ
、
そ
の
権
限

は
強
ま
っ
た
。
農
業
公
園
で
導
入
し
物

議
を
起
こ
さ
な
い
か
心
配
だ
±
健
康
増

進
法
が
成
立
し
、
公
衆
衛
生
事
業
は
各

健
康
推
進
事
業
実
施
者
が
あ
た
る
。
保

健
所
の
統
廃
合
は
続
き
、
今
後
が
不
安

だ
≤
教
育
特
区
と
し
て
、
本
市
で
小
・

中
一
貫
教
育
校
の
設
置
が
提
起
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
目
的
が
全
く
見
え
ず
、

説
明
会
で
も
保
護
者
か
ら
は
不
安
や
反

対
の
声
が
圧
倒
的
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
質
問
す
る
。
fl
一
連
の
構
造
改

革
の
動
き
に
対
し
、
認
識
を
示
せ
‡
指

定
管
理
者
に
よ
る
公
園
運
営
や
小
・
中

一
貫
教
育
校
の
準
備
で
は
、
広
く
意
見

を
聞
き
、
十
分
検
討
が
必
要
だ
·
新
制

度
や
事
業
へ
の
挑
戦
が
目
的
化
さ
れ
る

傾
向
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
‚
国
や
都

へ
の
財
源
保
障
の
要
望
な
ど
、
地
方
の

自
治
、
財
政
を
守
る
立
場
で
の
取
組
み

は
評
価
す
る
。
そ
の
熱
意
を
市
と
市
民

と
の
分
権
、
自
治
に
も
発
揮
せ
よ
。

市
長

fl
税
財
源
移
譲
を
伴
う
事
務
の

再
配
分
に
向
け
、
取
組
み
強
化
の
必
要

が
あ
る
‡
し
っ
か
り
と
市
民
参
加
を
進

め
、
十
分
検
討
を
行
い
た
い
·
十
分
に

評
価
を
行
っ
た
上
で
の
活
用
が
肝
要
だ

‚
市
民
の
視
点
に
立
ち
、
三
鷹
市
の
分

権
、
自
治
の
実
現
を
目
指
し
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
住
宅
改
善
事
業

（６）
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青
年
に
効
果
的
な
支
援
を

日
本
共
産
党

栗
原
　
議
員

青
年
に
効
果
的
な
支
援
を

日
本
共
産
党

栗
原
　
議
員

青
年
に
効
果
的
な
支
援
を

日
本
共
産
党

栗
原
　
議
員

青
年
に
効
果
的
な
支
援
を

日
本
共
産
党

栗
原
　
議
員

青
年
に
効
果
的
な
支
援
を

日
本
共
産
党

栗
原
　
議
員

青
年
に
効
果
的
な
支
援
を

日
本
共
産
党

栗
原
　
議
員

青
年
に
効
果
的
な
支
援
を

日
本
共
産
党

栗
原
　
議
員

青
年
に
効
果
的
な
支
援
を

日
本
共
産
党

栗
原
　
議
員

青
年
に
効
果
的
な
支
援
を

日
本
共
産
党

栗
原
　
議
員

青
年
に
効
果
的
な
支
援
を

日
本
共
産
党

栗
原
　
議
員

青
年
に
効
果
的
な
支
援
を

日
本
共
産
党

栗
原
　
議
員

青
年
に
効
果
的
な
支
援
を

日
本
共
産
党

栗
原
　
議
員

青
年
に
効
果
的
な
支
援
を

日
本
共
産
党

栗
原
　
議
員

青
年
に
効
果
的
な
支
援
を

日
本
共
産
党

栗
原
　
議
員

青
年
に
効
果
的
な
支
援
を

日
本
共
産
党

栗
原
　
議
員

青
年
に
効
果
的
な
支
援
を

日
本
共
産
党

栗
原
　
議
員

青
年
に
効
果
的
な
支
援
を

日
本
共
産
党

栗
原
　
議
員

行
政
に
Ｃ
Ｒ
Ｍ
を
取
り
込
め

政
新
ク
ラ
ブ

後
藤
　
議
員

行
政
に
Ｃ
Ｒ
Ｍ
を
取
り
込
め

政
新
ク
ラ
ブ

後
藤
　
議
員

行
政
に
Ｃ
Ｒ
Ｍ
を
取
り
込
め

政
新
ク
ラ
ブ

後
藤
　
議
員

行
政
に
Ｃ
Ｒ
Ｍ
を
取
り
込
め

政
新
ク
ラ
ブ

後
藤
　
議
員

行
政
に
Ｃ
Ｒ
Ｍ
を
取
り
込
め

政
新
ク
ラ
ブ

後
藤
　
議
員

行
政
に
Ｃ
Ｒ
Ｍ
を
取
り
込
め

政
新
ク
ラ
ブ

後
藤
　
議
員

行
政
に
Ｃ
Ｒ
Ｍ
を
取
り
込
め

政
新
ク
ラ
ブ

後
藤
　
議
員

行
政
に
Ｃ
Ｒ
Ｍ
を
取
り
込
め

政
新
ク
ラ
ブ

後
藤
　
議
員

行
政
に
Ｃ
Ｒ
Ｍ
を
取
り
込
め

政
新
ク
ラ
ブ

後
藤
　
議
員

行
政
に
Ｃ
Ｒ
Ｍ
を
取
り
込
め

政
新
ク
ラ
ブ

後
藤
　
議
員

行
政
に
Ｃ
Ｒ
Ｍ
を
取
り
込
め

政
新
ク
ラ
ブ

後
藤
　
議
員

行
政
に
Ｃ
Ｒ
Ｍ
を
取
り
込
め

政
新
ク
ラ
ブ

後
藤
　
議
員

行
政
に
Ｃ
Ｒ
Ｍ
を
取
り
込
め

政
新
ク
ラ
ブ

後
藤
　
議
員

行
政
に
Ｃ
Ｒ
Ｍ
を
取
り
込
め

政
新
ク
ラ
ブ

後
藤
　
議
員

行
政
に
Ｃ
Ｒ
Ｍ
を
取
り
込
め

政
新
ク
ラ
ブ

後
藤
　
議
員

行
政
に
Ｃ
Ｒ
Ｍ
を
取
り
込
め

政
新
ク
ラ
ブ

後
藤
　
議
員

行
政
に
Ｃ
Ｒ
Ｍ
を
取
り
込
め

政
新
ク
ラ
ブ

後
藤
　
議
員

一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問

市
の
主
体
性
と
責
任
を
確
立
せ
よ

日
本
共
産
党

岩
田
　
議
員

市
の
主
体
性
と
責
任
を
確
立
せ
よ

日
本
共
産
党

岩
田
　
議
員

市
の
主
体
性
と
責
任
を
確
立
せ
よ

日
本
共
産
党

岩
田
　
議
員

市
の
主
体
性
と
責
任
を
確
立
せ
よ

日
本
共
産
党

岩
田
　
議
員

市
の
主
体
性
と
責
任
を
確
立
せ
よ

日
本
共
産
党

岩
田
　
議
員

市
の
主
体
性
と
責
任
を
確
立
せ
よ

日
本
共
産
党

岩
田
　
議
員

市
の
主
体
性
と
責
任
を
確
立
せ
よ

日
本
共
産
党

岩
田
　
議
員

市
の
主
体
性
と
責
任
を
確
立
せ
よ

日
本
共
産
党

岩
田
　
議
員

市
の
主
体
性
と
責
任
を
確
立
せ
よ

日
本
共
産
党

岩
田
　
議
員

市
の
主
体
性
と
責
任
を
確
立
せ
よ

日
本
共
産
党

岩
田
　
議
員

市
の
主
体
性
と
責
任
を
確
立
せ
よ

日
本
共
産
党

岩
田
　
議
員

市
の
主
体
性
と
責
任
を
確
立
せ
よ

日
本
共
産
党

岩
田
　
議
員

市
の
主
体
性
と
責
任
を
確
立
せ
よ

日
本
共
産
党

岩
田
　
議
員

市
の
主
体
性
と
責
任
を
確
立
せ
よ

日
本
共
産
党

岩
田
　
議
員

市
の
主
体
性
と
責
任
を
確
立
せ
よ

日
本
共
産
党

岩
田
　
議
員

市
の
主
体
性
と
責
任
を
確
立
せ
よ

日
本
共
産
党

岩
田
　
議
員

市
の
主
体
性
と
責
任
を
確
立
せ
よ

日
本
共
産
党

岩
田
　
議
員

議
員

今
、
電
子
政
府
は
行
政
手
続
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
の
「
量
」
か
ら
、

利
用
者
に
、
よ
り
効
果
的
な
サ
U
ビ
ス

を
提
供
す
る
「
質
」
が
重
視
さ
れ
る
段

階
に
あ
る
。
民
間
企
業
の
サ
U
ビ
ス
重

視
の
姿
勢
が
、
納
税
者
で
顧
客
で
も
あ

る
企
業
や
市
民
の
行
政
へ
の
期
待
を
高

め
て
い
る
。
Ｃ
Ｒ
Ｍ
（
顧
客
関
係
性
管

理
）
は
、
提
供
さ
れ
た
顧
客
の
基
本
情

報
だ
け
で
な
く
、
趣
味
な
ど
の
情
報
も

横
断
的
に
一
元
管
理
し
、
顧
客
ご
と
に

オ
U
ダ
U
メ
イ
ド
の
質
の
高
い
サ
U
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
顧
客
満
足
度

の
最
大
化
と
と
も
に
、
企
業
収
益
を
も

最
大
化
す
る
経
営
の
仕
組
み
で
あ
る
。

例
え
ば
用
途
地
域
規
制
の
情
報
を
地
権

者
等
に
通
知
す
る
な
ど
、
特
定
の
グ
ル

U
プ
・
個
人
向
け
に
情
報
提
供
も
で
き

る
。
ま
た
、
コ
U
ル
セ
ン
タ
U
の
設
置

が
重
要
な
役
割
を
担
う
。情
報
提
供
、苦

情
の
サ
U
ビ
ス
へ
の
反
映
を
、
365
日
24

時
間
一
元
的
に
対
応
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

窓
口
に
か
け
て
い
た
経
費
や
職
員
を
、

よ
り
付
加
価
値
の
高
い
別
の
仕
事
に
あ

て
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
に
も
重
複
作

業
の
削
除
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

市
民
第
一
の
サ
U
ビ
ス
を
発
展
さ
せ
る

た
め
、
各
自
治
体
で
も
Ｃ
Ｒ
Ｍ
の
活
用

に
取
り
組
み
始
め
て
い
る
。
fl
Ｃ
Ｒ
Ｍ

の
考
え
方
は
、
市
長
の
経
営
方
針
に
、

ど
う
取
り
入
れ
ら
れ
る
の
か
‡
先
進
自

治
体
の
コ
U
ル
セ
ン
タ
U
の
現
状
等
を

研
究
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
だ
。

市
長

fl
市
民
満
足
度
を
重
視
す
る
自

治
体
経
営
の
上
で
有
用
な
部
分
に
つ
い

て
は
、
反
映
を
試
み
て
い
き
た
い
。

企
画
部
次
長

‡
将
来
的
な
可
能
性
を

研
究
し
、
具
体
化
し
て
い
き
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

議
員

三
鷹
市
が
基
本
構
想
・
基
本
計

画
の
策
定
に
む
け
、
平
成
12
年
に
実
施

し
た
ア
ン
ケ
U
ト
に
よ
る
と
、
回
答
者

の
約
５
割
は
「
緑
豊
か
な
住
環
境
」
な

ど
高
環
境
を
望
ん
で
い
る
。
一
方
、
交

通
対
策
等
を
含
む
「
道
路
の
安
全
性
」

に
つ
い
て
は
、
不
満
足
と
す
る
回
答
が

多
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
市
民

要
望
が
市
の
予
算
配
分
に
反
映
さ
れ
て

い
る
の
か
は
疑
問
で
あ
る
。
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
予
算
配
分
を
行
い
、
市
民
満

足
度
を
向
上
さ
せ
、
市
民
が
「
住
み
続

け
た
い
ま
ち
三
鷹
」を
目
指
す
べ
き
だ
。

fl
道
路
整
備
へ
の
取
組
み
状
況
を
聞
く

‡
市
民
の
中
に
は
、
他
市
に
比
べ
税
金

が
高
い
と
感
じ
る
人
も
い
る
よ
う
だ
。

行
政
サ
U
ビ
ス
に
不
満
を
感
じ
て
い
る

の
が
原
因
で
は
と
考
え
る
。
15
年
度
の

一
般
会
計
予
算
に
占
め
る
割
合
と
額

は
、
土
木
費
が
11
・
２
％
の
約
61
億
円

で
あ
る
の
に
対
し
、
民
生
費
は
38
％
の

約
207
億
円
と
高
い
。
民
生
費
の
割
合
は

30
％
程
度
が
望
ま
し
い
と
聞
く
。
ア
ン

ケ
U
ト
の
結
果
か
ら
は
、
土
木
費
へ
の

予
算
的
配
慮
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う

か
·
市
税
収
入
が
減
少
し
、
財
政
状
況

が
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
一
方
、
扶
助
費

等
の
支
出
は
増
え
て
い
る
。
例
え
ば
、

生
活
保
護
で
は
、
受
給
者
数
が
16
年
１

月
現
在
で
２
千
393
人
、
扶
助
費
が
15
年

度
予
算
で
約
48
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

市
民
要
望
に
こ
た
え
る
だ
け
の
財
政
力

が
あ
る
の
か
心
配
だ
。
見
解
を
伺
う
。

市
長

fl
都
市
計
画
道
路
の
整
備
率
は

38
％
だ
。
さ
ら
に
整
備
を
進
め
て
い
き

た
い
‡
民
生
費
の
割
合
は
30
％
台
程
度

を
一
つ
の
目
途
と
し
、
全
体
の
バ
ラ
ン

ス
に
留
意
し
た
い
·
経
営
基
盤
強
化
に

努
め
、
行
財
政
改
革
を
進
め
た
い
。

議
員

地
方
分
権
の
課
題
は
、
政
府
の

構
造
改
革
に
よ
り
、
地
方
へ
の
財
源
保

障
か
ら
支
出
削
減
へ
と
転
化
さ
れ
た
感

が
あ
る
。
例
と
し
て
、
Ø
「
三
位
一
体

改
革
」
に
よ
り
、
公
立
保
育
所
補
助
金

等
が
廃
止
さ
れ
た
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卒
業
式
や
入
学
式
は
、児
童
・
生

徒
の
人
格
の
完
成
に
と
っ
て
大
切
な
、

す
ぐ
れ
て
教
育
的
営
み
だ
。
と
こ
ろ
が

昨
年
10
月
、
東
京
都
は
都
立
高
校
等
の

校
長
に「
入
学
式
、卒
業
式
等
に
お
け
る

国
旗
掲
揚
及
び
国
歌
斉
唱
の
実
施
に
つ

い
て
」
の
通
達
及
び
実
施
指
針
を
出
し

た
。
fl
実
施
指
針
で
は
、「
国
旗
は
舞

台
壇
上
正
面
」「
国
歌
斉
唱
は
ピ
ア
ノ

伴
奏
等
に
よ
る
」
等
を
定
め
た
。
ま
た
、

本
通
達
に
従
わ
な
い
教
職
員
は
「
服
務

上
の
責
任
を
問
わ
れ
る
」と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
処
分
は
、
内
心
の
自
由
を
侵

す
も
の
で
不
当
だ
。
さ
ら
に
都
は
、
本

通
達
の
写
し
を
区
市
町
村
に
も
送
付
し

た
。
J
市
は
本
通
達
を
ど
う
取
り
扱
っ

た
の
か
K
服
務
監
督
権
が
都
教
委
に
は

な
い
こ
と
を
学
校
長
に
周
知
す
べ
き
だ

‡
わ
が
国
が
批
准
し
た
子
ど
も
の
権
利

条
約
に
は
、「
意
見
表
明
権
」
や
「
思

想
、
良
心
、
宗
教
の
自
由
」
が
保
障
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
卒
業
式
等
に
お

い
て
日
の
丸
・
君
が
代
が
強
制
さ
れ
て

い
る
の
が
実
態
で
あ
り
問
題
だ
。
市
内

の
あ
る
学
校
で
は
、
国
歌
斉
唱
を
し
な

か
っ
た
生
徒
が
、
教
頭
か
ら
詰
問
さ
れ

た
と
聞
い
た
。
事
実
関
係
を
示
せ
。

教
育
長

fl
J
都
立
高
校
へ
の
通
達
で

あ
り
、
区
市
町
村
を
拘
束
す
る
も
の
で

は
な
い
K
校
長
会
に
お
い
て
、
通
達
の

効
力
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
。
従
前
通

り
、
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
指
導
を

行
っ
て
い
る
‡
学
習
指
導
要
領
に
基
づ

く
指
導
を
行
っ
た
例
は
あ
る
。し
か
し
、

詰
問
等
は
し
て
い
な
い
。
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そ
の
他
の
質
問
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／
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経
済
情
勢
が
依
然
厳
し
い
状
況

の
中
、
国
は「
三
位
一
体
の
改
革
」を
進

め
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
影
響
か
ら
各
自

治
体
で
は
財
源
不
足
に
陥
っ
て
い
る
。

今
こ
そ
行
財
政
改
革
を
徹
底
し
、
民
間

の
経
営
感
覚
や
コ
ス
ト
意
識
の
醸
成
を

図
る
べ
き
だ
。
fl
国
の
改
革
に
よ
り
、

公
立
保
育
所
運
営
費
が
一
般
財
源
化

し
、
国
及
び
東
京
都
か
ら
の
負
担
金
等

が
廃
止
さ
れ
る
。
市
へ
の
影
響
が
心
配

だ
。市
長
は
、１
月
に
都
知
事
に
財
源
措

置
を
求
め
る
緊
急
要
望
書
を
提
出
し
た

が
、
見
通
し
を
聞
く
‡
核
家
族
化
や
女

性
の
社
会
進
出
等
に
よ
り
、
家
庭
で
の

子
ど
も
へ
の
教
育
力
が
弱
ま
っ
て
い

る
。ま
た
、子
ど
も
を
保
育
所
に
長
時
間

預
け
る
と
、
そ
の
後
の
成
長
で
何
ら
か

の
影
響
が
あ
る
と
も
聞
く
。私
は
、子
育

て
は
親
の
責
任
で
行
う
べ
き
と
思
う
。

今
後
は
、保
育
所
中
心
か
ら
、在
宅
で
の

子
育
て
支
援
も
含
め
た
総
合
的
な
施
策

を
展
開
す
べ
き
だ
。
そ
の
際
の
財
源
対

策
は
ど
う
か
·
市
の
保
育
園
入
園
案
内

に
は
、
０
歳
の
園
児
一
人
当
た
り
の
公

費
負
担
が
月
34
万
635
円
と
あ
り
、保
護

者
の
保
育
料
は
最
高
５
万
２
千
円
で
あ

る
。
受
益
者
負
担
の
適
正
化
の
観
点
か

ら
、
保
育
料
の
再
検
討
を
す
べ
き
だ
‚

都
の
資
料
で
は
、
保
育
所
の
運
営
コ
ス

ト
に
つ
い
て
、
認
証
保
育
所
を
1.0
と
し

た
場
合
、公
設
民
営
は
1.3
、公
設
公
営
で

は
2.5
倍
と
あ
る
。
J
公
設
公
営
で
の
コ

ス
ト
削
減
が
急
務
だ
K
公
設
民
営
へ
の

転
換
が
必
要
で
あ
る
。
所
見
を
聞
く
。

市
長

fl
現
時
点
で
は
厳
し
い
状
況
だ

‡
行
革
を
徹
底
し
た
い
·
ま
ず
は
コ
ス

ト
削
減
に
努
め
た
い
‚
J
指
摘
の
と
お

り
だ
。
努
力
し
た
い
K
市
民
の
意
見
等

を
聞
き
、
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。
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市
内
は
今
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

ラ
ッ
シ
ュ
だ
。
将
来
、
人
口
増
と
世
代

構
成
の
激
変
が
起
き
る
。
保
育
所
や
小

学
校
、
ご
み
問
題
等
を
懸
念
す
る
と
こ

ろ
だ
。
fl
こ
の
現
状
を
ど
う
認
識
し
て

い
る
の
か
‡
市
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
に

基
づ
く
中
高
層
・
共
同
住
宅
等
申
請
一

覧
表
を
見
る
と
、
平
成
15
年
か
ら
17
年

に
竣
工
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
住
宅
戸

数
は
約
３
千
戸
あ
る
。
世
帯
数
の
増
加

も
顕
著
で
あ
り
、
13
年
か
ら
の
３
年
間

は
、
年
平
均
で
１
千
世
帯
以
上
増
え
て

い
る
。
市
の
財
政
や
教
育
、
福
祉
な
ど

様
々
な
分
野
に
影
響
を
及
ぼ
す
が
、
J

将
来
を
見
据
え
た
市
の
対
応
を
聞
く
K

教
育
長
の
所
見
を
伺
う
·
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
が
進
む
江
東
区
で
は
、昨
年
12
月
、

小
学
校
な
ど
が
児
童
数
増
加
に
対
応
で

き
な
い
地
域
に
お
い
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
は
認
め
な
い
と
し
た
条
例
を
制
定

し
た
。
だ
が
、
こ
の
対
応
も
後
追
い
で

あ
る
。
本
市
で
は
こ
う
し
た
こ
と
が
な

い
よ
う
、
将
来
予
測
を
行
い
先
々
に
対

応
し
た
施
策
展
開
を
図
る
べ
き
だ
。
時

代
の
変
化
に
即
応
で
き
る
よ
う
、
横
断

的
な
シ
ン
ク
タ
ン
ク
組
織
を
庁
内
に
設

置
す
る
べ
き
で
あ
る
。
分
権
時
代
を
担

う
職
員
の
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
も
有

効
と
思
う
。
所
見
を
示
せ
。

市
長

fl
適
正
な
人
口
規
模
・
人
口
増

加
の
観
点
か
ら
、
用
途
地
域
の
見
直
し

(

案)

を
検
討
し
て
き
た
‡
J
マ
ン
シ
ョ

ン
の
み
の
傾
向
を
抑
制
す
る
た
め
、
環

境
配
慮
制
度
を
設
け
た
。
ま
た
、
今
後

は
建
設
事
業
者
に
対
し
、
託
児
施
設
の

設
置
等
を
働
き
か
け
た
い
·
横
断
的
な

組
織
を
検
討
し
て
い
く
。
三
鷹
市
ま
ち

づ
く
り
研
究
所
の
活
用
も
図
り
た
い
。

教
育
長

‡
K
対
応
を
検
討
し
た
い
。

青年の雇用・就職問題の解決には、国、都とのさらなる
連携が必要だ　　　　　　　　　……ハローワーク三鷹
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マンション建設ラッシュには、将来を見
据えた対応が求められている

等
と
連
携
し
充
実
に
努
め
た
い
K
広
報

等
へ
の
掲
載
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
工

夫
し
た
い
·
J
15
年
度
は
延
べ
35
社
が

利
用
し
た
K
必
要
性
な
ど
検
討
し
た
い

‚
J
ハ
ロ
U
ワ
U
ク
に
働
き
か
け
た
い

K
ハ
ロ
U
ワ
U
ク
と
意
見
交
換
し
た
い

„
職
業
へ
の
意
識
や
関
心
を
高
め
る
等

精
神
面
で
の
支
援
策
を
検
討
し
た
い
。


